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1． は じめ に

　1999年5月に開催 され た 日本学術会議50周 年記念 シ ン ポ ジ ウ ム 「設計の 質的転換」 に お い て 、

筆者は 「建築 ・都市分野 に おけ る設計方法論の展開一人間一環境系の デ ザ イ ン へ
一

」 と題す る 講

演論文を発表 し、1960年代以 降の 建築 ・都市デ ザ イ ン を中心 とす る デザ イ ン 方法研究の 流れ を展

望 した
＊ ］

。 すなわ ち、 「シ ス テ マ テ ィ ッ ク なデザ イ ン 」で は解決で きない 複雑な問題が 次々 に発

生 して きたこ とに伴 い 、ユ ー
ザ

ー
参加の デザ イ ン を始め とする多種多様 な主体の コ ラ ボ レーシ ョ

ン に よ る 「対話 に よ るデ ザ イ ン 」が注 目を集め る ように な っ た こ と、さ らに デ ザイ ン 対象が 人工

物や 自然物の集合か らな る人 間
一
環境系に拡大 して い る こ とを指摘 した の である 。

　本論で は、最近の デザ イ ン方法研究の 蓄積をふ まえて 、工業化社会か らポ ス ト工 業化社会へ と

移行 しつ つ ある21世紀社会にふ さわ しい 人一r．物設計 ・生産の あり方に つ い て 考察する
＊ 2

。

2 ．ポ ス トエ 業社会 に お けるデザ イン 方法論の展開

（1＞シ ス テ マ テ ィ ッ クなヂザ イ ン か ら対話によ るデザイ ン ヘ

　デ ザ イ ン 方法 の 研究は 、1960 年代に おけ る高度成 長経済の 時代 に、生 活に対す る価値観の 多様

化が進み 、機能 の 複雑化 、規模 の 拡大化、デ ザ イ ン対象の広域化が要請 され、一
方で は 工 業生産

へ の対応、生産 の 合理化 が求め られ る よ う に な っ た こ とを背景と して 、経験 と勘に た よっ て い た

デザ イ ン 行為を客観的に 体系化する こ とをめ ざして始め られた もの で あ る。そ こ で は、デ ザ イ ン

プロ セ ス におけ る科学的 方法 の 活用 と工学的生産シ ス テ ム に対応するデ ザ イ ン 方法の確 立二が大 き

な テ
ー

マ とな り、多様な プ ロ セ ス モ デ ル や デ ザ イ ン 方法の 提案が行わ れ た
＊ 3

。

　1970年代に 入 る と、先進 国で はグ ロ ーバ ル 化 ・都市化 ・情報化が進 み 、工業化社会か らポ ス ト

工 業祉会へ 移行する に つ れ て 、デ ザ イ ン問題は多次元的 で 複雑な様相 をみ せ 始め、デザ イ ン 方法

研 究 も大 きな転換点を迎え る こ と に なっ た 。 す な わ ち、  「技術合理性」 （technical　rationality）

に根ざし て 問題解決を図 る 「シ ス テ マ テ ィ ッ ク なデ ザ イ ン 」によ っ て は 、 現実の複雑で不確実な

問題に対応で きない こ とが明 らか に され、  状況か らの 応答や他者 か ら の 応答に 耳 を傾 け なが ら

柔軟に デ ザ イ ン を進め る 「対話に よるデザ イ ン」が展開され るよ うに な っ た の で ある
’ 4

。

　こ うした対話に よる デ ザ イ ン の特質は、哲学者シ ョ
ー

ン （Schdn，　D．A ．）が提唱 し て い る 「リフ

レ ク シ ョ ン
・

イ ン ・ア クシ ョ ン 」　（reflection −in−action ＞とい う、知識 と行為が 融合 した新 しい 実

践 モ デ ル が非常 に示唆に富む
＊ s

。 ジ ャ ズ の 音楽家がお 互 い の 音を聴 きなが ら演 奏を展開 して い く

ように 、 実践者は知識に 基づ い て行為を展開す る とい うよ りも、行為を遂行 しなが ら暗黙 の 内に

多 くの こ とを認識 し判断 して い る 。 そこ では与え られ た条件の他 に も、　「判断の 背後に ある規範
や 評価」　「定型化 した行動に潜む戦略や理論」　「問題の フ レー

ム を設定 する方法」　「状況に対す

る感情」　厂白分自身の役割」な ど、設 計 r三体に 関わ る多 くの 内容が反省の対象に含まれ る 。 す ぐ

れ た設計 主体は 、 r期 しない 応答か ら潜在的な可能性 を発見 して い く能力が求め られ てい る。

早稲 田 大学理 工 学部教授　Teruyukl 　Monnai．　Prof．　of 　Waseda 　Univ、，　th ．Eng ．，　E−mail ： monnai ＠mn ．waseda ．ac．jp

日本機械学会 〔NoD2−30）設計工学シ ンポ ジ ウム 「21世紀の デザイ ン
・ビジ ョ ン 1 講演論文集 CO2・5・28，29，東京〕

一 1一
N 工工

一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Mechanical Engineers

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Meohanioal 　Engineers

（2＞人間一環境系の デザ イ ン の パ ラダ イム

　こ れ まで の デ ザ イ ン 方法研 究は 、い か に デ ザ イ ン す る か に 関心が あり、何 をデ ザ イン す る か に

対する 関心が希薄で あ っ た。 しか し、無限の 成長を前提 と した 大 F副 産 ・大量消 費を基調とする

近代 il義 が行 き詰 ま り、環境 の 有隈性が認識 され る　ツ∫、科学技術 の 発展 や グ ロ ーバ ル 化 ・都 市

化 ・情報化の 進展に伴 い 、環境は ます ます複雑性 ・多様性 ・不確実性 ・
不安定性を増大させ て お

り、何をデ ザ イ ン す る か とい う こ とが鋭 く問われ る よ うに なっ て い る 。

　21世紀 を迎えて、 r業 化社会か らポ ス トi：業化 社会へ 、マ テ リ ア リズ ム の時代か らポ ス トマ テ

リ ア リ ズ ム の 時代へ と移行 す る に つ れ て 、デ ザ イ ン方法研究 も 、 大 きな パ ラ ダ イム の 転換 を迫ら

れて い る 。 すなわち、広 い 意味で の デ ザ イ ン は 、　「人工物 をつ くる」よ りも、　「人間と環境 との

関係 に 変化 をもた らす］営み として 理解 しなけれ ば な らな くなっ て い る 。 筆者 らは こ の よ うに 拡

張 されたデザ イ ン を 「人間一環境系 の デ ザ イ ン 」 と呼ん で い る が 、そ こ で は 、あ る特定の 状況 の

中で 、時 とともに変化す る人間と環境 との 関係を適切に把握し、それをふ まえて 人工 物の デザ イ

ン を展開 して い くこ とが 何 よ りも重要に なるはず である
＊ 6

。

　行為の 論理 モ デ ル を探求 した フ ォ ン ・ウ リク ト （ven 　wright，　G ．H ，）は 、何か をなす こ とと何か

を生ぜ しめ る こ とを区別 して い る
＊ 7

。 例えば、窓 を開け る こ と に よ っ て 、新鮮な空 気を室内に入

れ 、室温を下げ、室内の 人物の 心地が悪 くな り、
つ い に風邪をひ くとい っ た事態を生ぜ しめ る 。

こ れ らの こ とはわれわれ の 行為の 結果で ある 。 われわれが なす こ とはそれ らの結果 の原因である 。

こ の 原 因 を行為の 「成果」　（result ＞ と呼び、そ の 結果 を、行為の 「帰結」　（consequence ） と呼

ぶ
。

こ の モ デ ル に よ る と、こ れ ま で の シ ス テ マ テ ィ ッ クなデ ザ イ ン に お ける 主要な関心が デザ イ

ン 行為の 成果 として の 人工 物を つ くる段階に とどまっ て い る の に対 して 、対話に よ る デ ザ イ ン で

は、そ の 人工物を初期条件 として 、時間的な経過 の なかで い か なる帰結 （生活様式、人間関係 、

都市景観、自然環境 の 変化な ど ） が もた ら さ れ る か とい う段階 まで 、デ ザ イン プ ロ セ ス を拡大 し

て い くデ ザ イ ン 方法論が構想 されて い る こ とが わ か る
＊ S

。

　 大量生 産 ・大量廃棄を 基調と し た工 業化社 会の デザ イ ン は 、直接的な 「成果」 として は、利便

性 ・快適性の 高 い 人工物を多くの 人々 に供給す る こ とに 成功 したが、そ の 「帰結」と して さまざ

まな環境問題や社会問題 を引き起 こ して い る わ け で 、ポ ス ト、1業 化社会 で は こ れ ら の 帰結 まで 見

通 して 、個 々 の 入工物 の デザ イ ン を展開す る こ とが求め られ る よ うにな っ た の で あ る 。 そ こ で本

論で は 、ポ ス ト産業社 会 に ふ さ わ しい デ ザ イ ン の あ り方をめ ぐっ て 、人 間
一環境系の デ ザ イ ン を

中心 に 最近の デザ イン 方法論の 動向を展望 して み る こ と に した い
。

3．デザイ ン概念の 質的転換

　産業革命以後の ．」二業化 の進展 に伴 い 、人一1：物設計 ・生産の 能力は飛躍 的 に増 大 し、今日身の 回

りに はさまざまな人工物が溢れて い る 。 特に
．
匚業先進国で は、自然物中心の 生活が工業製品に代

表 され る 人工物 中心 の生 活に移行 し、 生活 トの 基本 的 なニ ーズ は 量的に は ほ ぼ 充足 され た とい え

る 。 しか し、大量に 供給 され た 人工 物が 人 々 の さらな る欲望を刺激 し、必要以 ヒの 過 剰な人 匸物

生産 を もた らし、人．ll物 相互 の 関連は 見失わ れ 、魅力や 美 しさに 欠け る環境 が 蔓延して きた よ う

に思 う
＊ 9

。
い ま多くの 人 々 の 関心 は

、
こ うした 人．⊥二物の 意味 ・価値 に向か っ て お り、生 活の 質を

充足す る こ とが デザ イ ン の 重要な目標となっ て い る 。

　そ して生活の 質の向 ヒを妨 げ る多くの問題は 、使 い 方が わ か りに くい 電 化製占氤 新 建材や 塗料

か ら発生す る 化学物質に 汚染 さ れ た シ ッ クハ ウ ス 、自動 車 の 騒 隊や排気 ガ ス に悩 まされる住 宅、

自然 の 空気や 光を取 り入 れ られ ない 建物、多様 な生物 の 生息 を妨 げ る コ ン ク リートジ ャ ン グ ル な

一一2 一
N 工工

一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Mechanical Engineers

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Meohanioal 　Engineers

ど に見られ る ように 、人 1物 相 互の 関係や人．1二物 と人間 ・環境との 関係 がデザ イ ン され て い ない

と こ ろ か ら生 じ て い る の で ある 。 したが っ て 、 今 日の デ ザ イ ン の 重要な課題は、個 々 の 人 ］二物を

デザ イ ン するだけでな く、人工物をめ ぐる諸関係を デ ザ イ ン す る こ とに よ り、トータ ル な生活環

境 を形成する 「人間一環境系の デザ イ ン 」の 方法論を構築する こ とで あ る
＊ t°

。

　ポ ス トー1二業化社会は物質的な豊か さよ りも生活の 質の 高さを重視する 社会で ある。そ こ で は、

新 しい もの を創造する だ け で なく、既 存の もの を維持 ・更新 ・保 存 ・再生 し、そ こ に 新たな使い

方や 価値を発見す る こ と も、デ ザ イ ン の 重要 な営み と して 位置づ け て い く必要が ある 。 さらに場

合に よ っ ては、何 もつ くらない こ ともデザ イ ン の 選択肢 に 含まれ る 。

　こ の 点に つ い て は 、イ タ リ ア の 記号学者工 一コ （Eco ，　U ）は、　「機能 と記 別 と題す る 論文の

中で 、大変興味深 い 分析を提示して い る
＊ n

。建築は、実用的機能を第 1 の機能 （fl）と して表示

し、象徴的機能を第 2 の 機能 （f2）と して を共ポす る 。 こ の分類 を用 い る と、建築 の 意味 の 歴史

的変化の パ タ
ー

ン を鮮や か に描 き出すこ とがで きる 。例 えば、 メ キ シ コ の 村か らもっ て きた揺 り

か ごをマ ガジ ン ホ ル ダ ーとして利用する場合、元 の flが別の fl
「
に 置き換 え られ、その 3 物に もと

もと結びつ け られ て い た象徴性 f2は歪め られ、別の f2
．

（ラテ ン ア メ リカ らしさな ど）が 共示され

るわ けで あるが、こ う した既存の 人工 物に対す る使 い 方の 発見も、新 し い タ イプの デ ザ イ ン 行為

と して 理解する こ とが で きる 。
エ ー

コ は 、 建築記号論に対する関心か らデザイ ン概念を大 きく拡

張 した の で ある が、地球環境時代の デザ イ ン の 多様な営み を示唆す る研究 とい える 。

4．人間
一

環境系の デザ イン プロ セ ス ー つ くるこ とか ら育て る こ とへ

（1）人工物の進化を促すデザイ ン プロ セ ス

　デザ イ ン にお い て、い か に つ くる の か とい うこ とよ りも、何 をつ くる の か を問 うため に は、デ

ザ イン プ ロ セ ス を、与条件か ら解を導 き出す ミ ク ロ なプ ロ セ ス だけ で な く 、 与条件を問い 直すと

こ ろ か ら始め て 、つ くられ た もの が実際に使用 され、そ の 結果が デザ イ ン に フ ィ
ー ドバ ッ ク され

て い くマ ク ロ な プ ロ セ ス と し て 理解する 必要が ある
。

　デ ザ イ ン方法の 進化の 段階をふ り返 っ てみ る と、最初は使う人 がつ くる人で もあり、そこ か ら

作 る 人 が 「ク ラ フ トマ ン 」と し て 分化 し、さらに 近代以降の テ ク ノ ロ ジ ーの 発展 に伴 っ て 、つ く

る こ とか ら考える こ とが 分離し、考える役割を担 う 「設計者」 とい う職 能が確立 して きた こ とが

わか る 。
こ こ で 注 目す べ きは 、 設計者が特定で きない 無名の デザ イ ン に 、優れた もの が多い とい

う事実で ある 。 　「図面に よ るデザ イ ン」　（design　by　drawing）が成立する以前 に作られ た馬車や

バ イオリ ン、町家や集落の 機能的で 美 しい 造形を冂の 当た りにする とき、私た ちが行 っ て い る デ

ザ イ ン 行為に 大きな問題が潜ん で い る の で はない か と思 えて くる
判 2

。

　 こ れ らの デ ザ イ ン は 、 長い 時間をかけて 、実際に多 くの 人 々 に使用 され、環境に適応する よ う

に少 しずつ 進化をとげた結果なの である 。 す なわち、こ こ では人間と （デザ イ ン された もの を含

む）環境との 間の 生き生 きと した応答関係をふ まえたデザ イ ン の 実践が遂行 され て い る の である 。

　そ れ に対 して 、設計 （生産）者と使用者の 立場が分離 し、次々 に新 し い もの を生産 し消費 して

い く現代 の 仕組み で は、デ ザ イン行為の 成果と して の 人工物が、実際の 生活世界に い か なる帰繕
（生活様式や都市景観の 変化 など）を生ぜ しめ てい るか とい うこ とを、デザイ ン に フ ィ

ー
ドバ ッ

クす る 回路が基本的に 欠落 して い る の で ある。時の 経過 と共に魅力的に なる デ ザ イ ン は、デザ イ

ン 行為 の 帰結 をふ まえた維 持
・更新 ・保 存 ・再生 ・創造 とい う 「つ くる こ と　（デ ザ イ ン ・生

産）」 と 「使 うこ と （生活）」とが融合し た持続的なプロ セ ス か ら生み 出 され る もの で ある。図

1 に 、デ ザ イ ン プ ロ セ ス を生活
一

生産
一

デ ザ イ ン の 場の 連鎖 と みな したモ デ ル 構造 を示す
＊ 13

。
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　 「生活」の 場 で は、デ ザ イ ン され

た対象 （製品 ・建築など） は生 活行
為 を通 して 生 活 目標 を実現す る 手段

となり、 「生産」 の 場で は 、デ ザ イ

ン 〔図面 ・模型な ど）が 生 産行為を

通 じて デザ イ ン され た もの をつ く り

出 す 手 段 とな り、 「デ ザ イ ン 」 の 場

で は、デ ザ イ ン の道具が デ ザ イ ン 行

為 を通 じ て デ ザ イ ン を生 成する 手段

とな る。
　そ して、デ ザ イ ン プ ロ セ ス の 全体

構造 は、　「生 活
一生 産一デ ザ イ ン の

場 （プ ロ セ ス 〉の 連鎖」 と し て 捉 え

られる 。 歴史的 に は、　「生活」一

「生 活
一生 産 」一 「生 活 一生 産 一デ

ザ イ ン」 と分化が 進 み、つ くる 側 と

使 う側 の 血場が 分離 して きた わ けで

ある が、こ れ らの 分化 した プ ロ セ ス

を相 ij／．に関 連づ け て い くと こ ろ に、
新 し い もの づ くりの 動 きを位置づ け

る こ とが で きる。

図 1　 デザイ ン プロ セ ス の構造

（2 ）デ ザイ ン プロ セ ス の 革新

　図 2 におけ る 生活一生 産一デ ザ イ ン の プ ロ セ ス の 包摂関係は 、 生産者 は生活 の プ ロ セ ス を よ く

理解 し、設計者は生活 ・生産の プロ セ ス をよ く理解 して お く必要が ある こ とを示 して い る 。 ．［業

化社会で は、こ うした包 摂関係が成 立 して い な い こ とも多い 。 そ れ に 対 して 、最近 の 興味深 い 動

きは 、デ ザ イ ン 方法の進 化に伴 っ て分解 し たプ ロ セ ス を再統合 して い くとこ ろ に 認め られる。例

えば、生活と生 産 を結び つ け る と＜ Do　it　yourself＞ 、生活とデ ザ イ ン を結合する と〈 ユ ーザ ー
参

加の デ ザ イ ン 〉 、デ ザ イ ン と生産 を重ね合わせる と、ア レ グザ ン ダ
ー

（C ．Alexander）が提唱 し

て い る 〈 ア
ー

キ テ ク ト ・ビ ル ダー〉 とい うデ ザ イ ン と生産の 両方に 対 し て 責任 を負 う職 能集団が

浮かび ltが っ て くる。さら に 、ユ
ーザ ーは イ ン ターネ ッ ト を使 っ て ほ しい もの を設計者 に 発注 し、

自分 だけ の 製品 （T シ ャ ツ 、時計、パ ソ コ ン など） を入手する こ と もで きる わ け で ある 。

時の 経過 と共に進化す るデザイ ン

　ポ ス ト 1二業 社会で は、デ ザ イ ン さ れ た製品 を
．．一
方的 に ユ

ー
ザ
ー

に 供給 して い くの で は なく、生

活 の 場 に お け る ユ
ー

ザ
ー

や環境か らの 応答 を デ ザ イ ン の 場 に フ ィ
ードバ ッ ク す る 回路 を 回復 し、

設計者、生産者 、
ユ

ー
ザ

ー
の 対話に よ る デ ザ イ ン プ ロ セ ス を展開す る 必 要があ る 。

こ の よ うなプ

ロ セ ス を通 して 、人．1：物の デ ザ イ ン は時の 経過 と 共 に 進化 して い くこ とに なる 。

　既存の 人 Il物 を保存 ・修復
・
再 生 し て い くデ ザ イ ン 、ラ イフ サ イ ク ル や メ ン テ ナ ン ス を考慮 し

た デ ザ イ ン 、グ レ
ー

ドア ッ プ ・バ ージ ョ ン ア ッ プを前提 とした 製品 ・
ソ フ トウ ェ ア の シ リ

ーズの

デ ザ イ ン、グ リーン フ ィ
ー

ル ドで はな くブ ラ ウ ン フ ィ
ール ドで展開され る都市再開発デ ザ イ ン 、

幾世代に もわた っ て 育 まれ 、 漸進的 に 成長 して い く都市景観デ ザ イ ン な どは 、い ずれ も時間 をか

け て持続的 に 展 開 して い くべ きもの で あり、そ こ で は、新 しい もの をつ くるだけ で なく、既に存

在す る もの を育て て い くこ とが 重要 な意味 を持つ こ とに なる
＊ 14

。

　ちなみ に グ ラ ッ ツ （Gratz，　R ，B，）は、ア メ リカ の 大規模な都市更新プ ロ ジ ェ ク トが多 くの 魅力

的 な都心地域を破壊 して しま っ たの に 対 し、小規模 な開発の 積み 重ねが さ まざ まな用途 の 混 じり
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合 っ た活気の あ る 地域 を再生 して い く事実 に 注 目 して 、後 者 の よ うな都 市冉｛kの プ ロ セ ス を 「都

市の 養育j　（urban 　husbandry） と則乎ん で高 く評価 して い る
＊ li

。 「都市の 養育の 基本原理 は、……

ゆ るやかで 自然な、過激 で ない 変化、ほん とうの 杜会的、経済的要求 に こ た える ような変化で あ

る 。

……多 くの 参加者が少 しずつ 力 を出 し、小 さな変化か ら大 きな違い を作 っ て い くと き、都市

は もっ とも確実に応える
。

こ れが都 市の 養育の 神髄だ」 とい うの で ある 。

生産プロ セスの変化

　こ こ で 、地球環境時代 ・IT革命の 時代 を迎 え て 、素材 ・部品 ・製品な どの 生 産の プ ロ セ ス も重

要なデザ イ ン の 対象 とな っ て きて い る こ と も指摘 してお きた い
＊ IS

。

　自動車の 生産 プ ロ セ ス で は 、コ ッ ク ピ ッ ト部分 な ど が 「モ ジ ュ
ー

ル 」　（部品の複合化〉 と して

生 産され、い くつ か の モ ジ ュ
ール を組み合わ せ て製品 をつ くる動 きが盛 ん に なり始め て い る 。 そ

し て モ ジ ュ
ー

ル メ
ーカ ー

が 、既存の 自動 卓メ
ー

カ
ー

の系列を離れ て 自立 的に 活動 を展 開す る

「ス
ーパ ー

サ プ ラ イヤー」 と して力 を持 ち始め てい る 。

　エ レ ク トロ ニ ク ス の 分野 で も、パ ソ コ ン 、携帯電話 な ど、プ リ ン ト基 板を使用す る あ らゆるハ

イテ ク製品を受託する工 場が、複数の メ
ー

カ
ー

か ら同様の 製品を受注す る こ とに よっ て 量産効果

を発揮 して 、利益 を生み出す 「EMS （Electronics　Manufacturing　Service）」が注目を集め て い る 。

　建築デ ザ イン の 分野 で は 、 「ス ケ ル トン ・イ ン フ ィ ル 方式」が注目を集め て い る 。 「ス ケ ル ト

ン とは 建築を都 市構造 の
・
部と して 認識 した 時の 建築 の 骨 格的部分で あ る 。　・

方イ ン フ ィ ル は、

ス ケ ル トン の 中 に 置か れ る 都市活動の器で あ り、そ れ は 中身と 共 に絶 えず変化 し続け る 。 イ ン フ ィ

ル が次の新た な機能へ と変化する時、……
建築の どこ まで をス ケ ル トン と して 区分すべ きかなど

を明確に して 建築を作る手法が ス ケ ル トン ・イ ン フ ィ ル 方式で ある 。 」
＊ 17

5 ．拡大す るデザ イ ン
ー

環境 ・社会 シス テ ムの デザ イ ン

　20世紀には、はか り しれな い 科学技術の進歩が 、世界に 関する合理 主 義を求め る願望に確固た

る 基盤を与え、近代の 技術が機能主義的 なデザ イ ン を可能に した の で あ る が 、政 治家や 設計者は

そ の 完全 に デ ザ イ ン され たはずの環境 ・社会にお い て人 は元気が な くな る こ とを驚 きをもっ て認

識 しなければな らなか っ た の で ある 。 人は 古い 田rの 狭 い 街路 や 不 規則な 広場 に憧れ る か 、あ る い

は 自然へ と逃避す る 。
こ の こ とは 、近代主義の デザ イ ン が もた ら した 「環境の均質化 とそれに伴

う意味の 欠如」 とい う20阯紀 の きわめ て深刻な問題と して ．一
般化で きる

＊ ’8
。

　 こ の 問題の根は深 く、近代になっ て形態 と意味 をどの よ うに 関係づけ るか とい う意味生成の仕

組み に大 きな変化 が生 じた の で は な い か と筆者は 考え て い る 。
つ ま り、人 「二物が 人 々 の 生命活動

と結び つ い た意義深 い 存在か ら、自然科学をモ デ ル と した機械論的世界観 に 基づ く機能的 な存在
へ と変容 し、合理的な科学技術 の 対象と して デ ザ イ ン され る よ うにな っ たの で ある 。 けれ ど も、

私たちの 生活は決 して あ らか じめ想定 さ れ た 機能 の 組合せ に よ っ て充足 され る もの では な く、 生

活感情や集団へ の帰属 と い っ た機能 を超越 した実存的意味 もまた環境 に は 欠 くこ との で きない も

の で ある。無限 の 成長 を前提 と し た近代 L義の デザ イ ン で は、こ うした 意味 の 欠如は新た な機能

を もつ 人．T：物 を投入すれば解決で きる と考え る こ と に なるが、そ の こ とが また 大量生産 ・大量消

費を促進 し、 地球環境 の持統 叮能性さえ危ぶ まれ る状況 をもた らす要因とな っ て い る の で ある 。

　こ の局面におけ る重要な課題は、個 々 の 人、匚物をデ ザ イ ン す る だけで な く、 そ の 人 1：物 をと り

まくさまざまな関係 をデザ イ ン す る こ とに よ り、豊か な環境 ・社 会シ ス テ ム を創造する こ とで あ

る
。 具体的に は 、 多様 な人間の 身体特性 ・行動能力に配慮する ユ ニ バ ー

サ ル デザ イ ン
119

、地球環

境の持続可能性に 配慮 し、循環型社会の 構築を め ざすエ コ ロ ジ カ ル デ ザ イ ン
＊ 2°

、環境を構成 す る
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る e
一

デ ザ イ ン
＊23

、科学技術 の 高度化に伴 うリ ス ク に対応す る安全 ・安心の デ ザ イ ン
＊ 24

、人 1：

物の 質的充足 を社会レ ベ ル で実現 し、人 r物 の 所有者で はな く社会を豊か にする技術 と しての サ
ー

ビ ス 1：学
＊ 25

な ど、さ まざまな問題に対応す る ため の デ ザ イ ン方法の研究 と実践が推進 され て い る。

都市景観デザイ ン

　都 市景観 の よ うに 歴 史性 と総含性を備えた もの は意図的 に作れ るもの で はな く、庭 に 咲 く植物

や 花の ように育て るべ きもの であ る
＊ 16

。都 市景観デ ザ イ ン の 基本は 、新 しい もの を創造す る とい

う よ り、先行す る 世代 か ら受け取 っ た もの を大切 に し、痛ん だ と こ ろ は 修復 し、各時代 の 成果を

付け加え て 次 の 世代 に 渡 す こ と で ある 。 したが っ て 、都 市景観デ ザ イ ン は 、ま っ た く新た に 創 り

畠すの で はなく、既に 存在する もの をよ く解読 し、そ の 結果をふ まえて 、維持 ・更新 ・保存 ・修

復 ・再生
・創造 とい っ た多様 なデ ザ イ ン の 営み を展開して い くこ とに なる 、．

　筆者は H本の伝統的街並 み の 記 号論的分析を遂行 し、  有限 の 要素 の 組合せ に よ り多種多様な

風 景が生成 され て い る こ と、  街並 み に は 、互 い に類似 しなが ら、各々 が個性 を発揮 で きる よ う

な 「類似 と差異の ネ ッ トワ
ー

ク」が様 々 なレベ ル に組み込 まれ て い る こ と、  それが社会 ・経済 ・

政 治 ・文化 ・歴 史 ・技 術 ・自然 などの 多様な文脈を映 し出 して い る こ と を明 らか に して きた 。 街

並み の 構成要素は、他の 要素との 関係 に配慮す る こ とで 、マ ク ロ な レベ ル に おける美的秩序 を創

発的に 生 成 し、それ に よ っ て濃密 な意味の 生成に 関 ワ・して い くの で あ る （図 2 ）
’ ！7

。
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図 2　日本 の伝統的街 並 み の デザイ ン 原 理 ：類似 と差異の ネ ッ トワ
ーク （有田 ・佐賀 県 〉

社会 資本デザ イ ン

　環境 ・社会シ ス テ ム の デ ザ イ ン は 、社会資本デ ザ イ ン の 問題と密接 に 関連 して い る
＊ 18

。私た ち

が多くの 時 間 を都市の 公共空間で 過ごす こ と を考えれば、生活関連の 「社会資本」を充実す る こ

と は 、都市計画 L の きわ め て 重要な課題 とな る こ とは 明らか で あ る （例 え ば、魅力的な街路 や 広

場 の 存在が、ど れ ほ ど生活 を豊か に し て くれ る か を想起 して み よ う） 。

　環境、資源
・エ ネル ギ

ーは有限で あ り 、 そ の 中で 人 々 が 豊 か な 生命活動を営ん で い くた め に は、

個人的な利益を追求する だけ は なく、他者へ の 配慮が不 il】
噛
欠とな る 。 利 己的な 1三張の 集積が 社会

的な不利益 を生 み 、タ イ ム ラ グを伴 っ て結局は自分 に 戻 っ て くる 祉会的 ジ レ ン マ が至 る所に 発生

してい る 。 こ の 意味 に お い て 、新 しい 公共性 を内実の ある もの として構 築 して い く営み は 、今後

の 都市計画 を動か して い く重要な契機 とな る と考えられ る。21世紀の都 市を支える魅力的な社会

資本は 、こ うした公共性 を構築して い くプ ロ セ ス の 中で 鮮明な イ メ
ー

ジ を結ぶ こ とになる で あろ

う。
ハ ーバ

ー
マ ス （Habemlas，J，）が提唱 した 「公共性」 の 問題は 、実 は 社会資本を デ ザ イ ン し、

管理運営 して い くとい う文脈で 考える とき、い っ そ う重要性 を増 すもの と考えられ る
梱

。
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6 ， コ ラボ レ
ー シ ョ ン 、ナ レ ッ ジマ ネジ メ ン トとデザ イ ン支 援 シス テ ム

　今日、 デ ザ イ ン 問題は 多次 元的で 複雑 ・
不安定な様相 をみせ て い る 。 自然環境、人工物環境 、

社会
一

文化環境、情報環境 な どの 多層か らなる複雑な人間
一環境 系の 問 題を解 決す る た め に は 、

個別の デ ィ シ プリ ン に基づ くア プ ロ ーチ の 寄せ 集め では な く、諸 領域 を横断す る 「トラ ン ス デ ィ

シ プリナ リ」なア プ ロ
ーチ が不可欠 で あ り、デ ザ イ ン プロ セ ス は本質的に多くの 異質な主体の 「コ

ラ ボ レ
ー

シ ョ ン 」　（collaboration ） に よ っ て展開 され る こ とに なる であろ う
＊3v

。そ こ で は、個 々

の 要素にと どまらず、要素間の 関係 をデザ イ ン し、さら に様々 な主体相互 の対話を促進する こ と

に よ り、諸要素の 集合が 創発的な特性 を醸 し出す魅力 的 な環境 を形成す る こ とが課題 とな る 。 ま

た、ダイナ ミ ッ クに揺れ 動く現代社会に は様 々 な 「リス ク」が存在する が 、それ を克服するため

に は、時に は敵とで も手 を結ば ざる を得ず、そ こ に 競争と協調 の ス リ リ ン グなせめ ぎ合 い が生ま

れ 、それ が 同時に創造の 源泉 ともなる と考えられる 。
こ うした新 しい タ イプ の デ ザ イ ン プ ロ セ ス

の 仕組み や環境形成の 原 理 を解明し、豊か な生命と暮ら しを育む環境の 進化 を誘導 して行 くと こ

ろ に 「デ ザ イン 方法研究」の つ の 重要な役割が ある と考える 。

　こ の よ うな問題意識の も とに、日本建築学会建築計画委員会設計方法小委員会で は、1997年以

降 「コ ラボ レー
シ ョ ン 」をテ

ー
マ とした調査研究活動 を継続的に展開し て きた 。 そ して 、

こ れ ま

で に コ ラ ボ レ
ー

シ ョ ン をめ ぐる シ ン ポ ジ ウ ム を3回開催 し
＊ 3］

、ユ
ー

ザ
ー
参加 に よるデザ イ ン、異

領域の 専門家の創発的な コ ラ ボ レーシ ョ ン 、イ ン ター
ネ ッ トを活用 した ネ ッ トワ

ー
ク コ ラボ レー

シ ョ ン な どの 多 くの 事例 を収集する とともに 、理論的検討も行 っ て、現在、単行本 『コ ラ ボ レー

シ ョ ン に よ る デ ザ イ ン』刊行の準備 を進め てい る
＊ 32

。

　現在、経営学
・
経済学の 世界で は、 「ナ レ ッ ジ マ ネジ メ ン ト」　（  owledge 　management ）が注

目 を集め て い る 。 こ れは コ ラ ボ レ
ー

シ ョ ン の 問題 とも密接 に 関連 して い る 。 そ こ では、知識創造

の プ ロ セ ス は、暗黙知と形式知からなる相互作用で説明され る
’31

。
つ まり、主観的で言語化 ・

形

態化が 困難 な暗黙知 と、言語 または形態に結晶された客観的な形式知の 相互 変換で あ り、そ の 循

環プ ロ セ ス を通 じた知識 の 質 ・量の 発展で ある 。 こ こ で 大切 になる の が 、共有された文脈 、 ある

い は知識創造や活用、知 識資産記憶の 基盤 （プ ラ ッ ト フ ォ
ー

ム 〉 に な る ような物理 的 ・仮想的
・

心的な場所 を母体 とする 関係性 として の 「場」で ある 。 企 業は こ うした 「場」の パ タ ーン をた く

さん 知っ て い て 、そ れ らを複合的に創出 ・活用で きない と、知識創造 の 支援 が で きな い
。

社会的イ ン タ ラ ク シ ョ ン と分散認知

　人間の知性や創造性は 、実践 コ ミ ュ ニ テ ィ 及びそ れ を取 り巻 く入」二物 に付随す る集団的 な記憶

に 大きく起凶 してい る。 創造 的 な個 人は 、 1 人だけ孤立 して作業 してい る と しば しば考え られ て

い る が 、他者との 相互作用 や協調の 果たす役割は軽視で きない
。 創造的 な活動 は、個人 とそ の 人

が作業する世 界と の 関係 や、他 の 人 々 との繋が りか ら生 まれる。　「社会 的 イ ン タ ラ ク シ ョ ン」の

基礎 とな る の は 、 文化の 中に育まれ た ツ
ール や人工物 を用 い て 、 人 々 が他者 とともに考え、働 き、

学ぶ とい うこ とで ある
134

。

　筆者が関心 を抱 い て い る論点 の 1 つ は 、　「分散認知 」　（distributedcognitien）で ある
＊ 35

。 イ ン

タ
ー

ネ ッ トや電子メ
ー

ル が コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 道具 とな っ て い る い ま 、杜会的相互作用 ・社会

的協調行為 （Social　interaction）に対する研究は よ り重要性 を増 して い る 。 そ の た め 、認知科学 の

関心は、　「個人の 知」か ら 「社会知」 、す なわち 「社会的イ ン タ ラ ク シ ョ ン 」や 「コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン 」を介 した知の あ り方へ 急速 に 拡 大しつ つ ある 。 そ こ で は 、知識 は個人の頭の 中だけにあ

る で は な く、 集団、人工 物、慣習、状況、環境 な どの 中に分散 して 存在 して い るの で あ り、そ れ

らの 知識との イ ン タ ラ ク シ ョ ン を通 して 、 認知が 発展 して い くと考えるの で ある 。
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デザ イ ン 支援 シ ス テ ム の高度化

　複 雑 な デ ザ イ ン 問題 を解決す るため に は 、CAD ／

CAM ！CAE 等 に よ る シ ミュ レーシ ョ ン 、コ ラ ボ
’
レ ー

シ ョ ン や ナ レ ッ ジマ ネジ メ ン トを可 能にする デ ザ

イ ン支援 シ ス テ ム の 高度化が不叮欠で あ る
郷

c

　 図 3 は 、 コ ロ ラ ド大学 で 開発 さ れ て い る The

Envisionment　and 　Discovery　Collaboratory　（EDC ；共

に 将 来 を想 像 し発見 する た め の 実験室） で ある 、、

ユ ーザーは コ ン ピ ュ
ー

タ で 機能強化 され た テ
ー

ブ

ル の 周 り に集 ま り、テ ーブ ル に 置か れ た 物体 と イ

ン タ ラ ク トす る こ と に よ り、 コ ン ピ ュ
ー．

タ シ ミ ュ

レ
ー

シ ョ ン を操作す る こ とが で きる
＊ 37

。

図 3 　EDC に お け る コ ラ ボ レ
ーシ ョ ン

　　 の た めの 設計環境

7 ．デザ イ ン教育 とデザ イ ン理論の展望

　ポ ス ト産業社会で は 、最終的なデ ザ イ ン の 質を評価す る の は ユ
ー

ザ
ー一

で ある 。 今後 の デ ザ イン

は、設計者 ・生産者よ りもユ ーザ ーを中心 に 考え る べ きで あ り
i」　］s

、生活
一

生産
一

デ ザ イ ン が 密接

に 関連 したデザ イ ン プ ロ セ ス を展開して い か なければならない が 、そ の プロ セ ス にお い て重要な

役 割を果 たす の は 、ユ ーザ ーの 生活経験や 美的 セ ン ス 、召二会の 成熟し た 文化で あ る 。 し たが っ て 、

ユ ーザ ー参加 に よ る デ ザ イ ン の場 を制度的に保証した り、子ど も時代 か らデ ザ イ ン 教 育 を施 した

り、人工物の デザ イ ン の 評価に関する情報を適切 に供給するデザ イン セ ン タ
ー

を設置する こ と に

よ り、ユ ーザ ーの デ ザ イ ン教育を推進 し て い くこ とは重要な意味 をもつ
欄

。

　 また、人工物の デザ イ ン を進化 させ て い くため には、適切 な評価 ・ア セ ス メ ン トが介在す る必

要 が あ る が 、そ こ で は 人 々 の 価値観や 世界観が 問 われ る はず で あ り、デ ザ イ ン の 実践 にあた っ て

は、．Ll学倫理 、環境倫理、生命倫理などを含む デ ザ イ ン倫理 の研究が必要に なる
蝋

 ，

　 最後に 、総合化を行うデ ザ イ ン とい う営み は、人間の す ぐれ て 創造的な能力で あ り、そ の仕組

み を解明する こ とは、ア ブ ダ ク シ ョ ン （仮説推論） や メ タ フ ァ
ー

（隠喩 ）な どの 解明 を含む人間

の 本質に 迫 る大変 エ キサ イテ ィ ン グ な研究 とい え る 。 デ ザ イ ン 行為 の 本質を理 論的 に探求す る　
・

般設計学 の 研究は、多くの 困難 を伴 うため に あまり活発に展開 され て い る とは い えな い が 、最近

に な っ て、数学、論理学 、記1｝論、言語学、人
．
1二知能、認知科学、生物学な ど、多様な観点か ら

興味深い 研究が展開される ように な っ て い る
＊

門、

　デ ザ イ ン 方法論を継続 的に研究 し実践 して きた ア レ グザ ン ダ
ー

は、 『秩序の 本質』 とい う 4巻

か らなる 著作 の 刊行 を開始 して い る 。 こ れ は 、人．亅物 の秩序が 生活一生 産一デ ザ イ ン の プ ロ セ ス

の なか で どの よ うに 生成 され て くるか とい うこ とを、物理学、生物学、宇寅論等の 自然物の 秩序

に まで 遡 っ て 考察 した もの で、い まや世界の 中心を占め る ように な っ た 人 111物の 秩序の 解明をめ

ざす意欲 的な試みであ り、人間一環境系の デ ザ イ ン を考 える ヒで 示唆 に富む 湾
二

作で ある
＊ 42

、

＊ 1 門内輝行 「「建築 ・都市分野 に お け る 設計方法論 の 展開
一

人間
一
環境系 の デ ザ イ ン へ 一」　「No ．99−32

　 L1本学術会議50周年記念 シ ン ポ ジ ウム 「設 計 の 質的転換」』 B 本機会学会、1999．5、　 pp．9−i8。

＊ 2 第 17期 日本 学術会議人 【1物設 1言1・生 産研究連絡委豊i会設計 1：学專門 委員会報告 「未来に調和 した 人、L

物設計 ・生 産 学 術 研 究 の 推進』2（100年5月29「1、pp、9．

＊ 3　日本建築学会建築 、三1画委員会 に
「
設 計方法 ・1・委員会」が 設置 され たの は、1963年の こ とで あ る、以 後、
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こ の 委員会 は、1968年に 「設計方法亅、1971年 に 「設計方法 H　設計 プ ロ セ ス ／ ケ
ー

ス ス タデ ィj 、1974年
に 「設計方法 皿　設計プ ロ セ ス ／ 道具の 提案』、1981年に 「設計方法 N 　設計方法論亅、1989年に 「設 計方

法V　設計方法 と設計主体」とい う5冊 の パ ン フ レ ッ トを刊行して きた （い ずれ も彰国社刊）

＊4　門 内輝行 「設計方法論 の 展 開」　「建築雑 誌』　（建築年報）、VoL104 　 No 」290、1989、　pp．30−31。

＊ 5　Sch6n，　D ．　A ，，　T7Te　Rejlective　Practitionert　How 　Professionals　7kink　in　Action．　Basic　Books ，1983

Schdn，　D，　A ，，17te　Desi8n　Sttidio！　An　Expioration（）f　its　T 广aditions 　＆ Potentiai，　RIBAPublications 　Limited，1985，

SchOn，　D，　A，，　Problems，　Frames　and 　Perspectives　on 　DesigningJ）esign 　Studies，1984．7．

Sch6n，　D，　A．，　Educating　the　Rej7ective　Practitiener．　Jossey−Bass　Publishers，1987．

＊ 6　日本建築学会 （編） 「人間
一

環境系 の デ ザ イ ン』彰国 杜、1997。

＊ 7　フ ォ ン ・ウ リ ク ト、G ．H．（丸山高 司、木 岡伸夫訳 ） 『説明 と理 解』 産 業図書、1984、　pp．82−88。

＊8　門内輝行 「建築計画学 にお け る 設計方法論 の 展開」　『建 築雑誌亅Vo ．112、1997．6、　pp．16−17。

＊ 9　柏木博 rデ ザ イ ン の 20世紀j ［
．
1本放送出版協会、1992。

フ ォ
ー

テ イ 、A ．（高島平吾訳） 「欲望の オ ブ ジ ェ 　1750−1980亅鹿島出版会、1992。

ボードリ ヤ
ー

ル 、J．（今村仁 司、塚 原 史訳＞　r消費社会の 神話 と構造」紀伊國屋書店、1979。

＊ 10　門 内 輝 行 「イ ン タ
ー

フ ェ イ ス と して の デ ザ イ ン
ー

デ ザ イ ン記号論 σ）視点 か ら一」 シ ン ポ ジ ウム 「デ ザ

イ ン の 関係学 ：〈 イ ン ター
フ ェ イ ス 〉 の 課題」、基礎 デ ザ イ ン 学会、2000．12。

＊ 11　Eco，　Umberto，　
’Function　and 　Sign：The　Semiotics　of 　Architecture’，　Broadbent，　Geoffrey，　Bunt，　Richald　and

Jencks，　Charles（eds．），　 Signs，　Sym 　bOls，　and 　Architecture　，　Chichester：　John　Wiley ＆ Sons．　1980，　pp．11・24（revision　of
the　paper　published　in　1969）．

＊ 12　ジ ョ
ーン ズ 、J，C．（池邊陽訳） 「デ ザ イ ン の 手法

一
入間 未来へ の 手が か り一」 丸 善、1973。

＊ 13　外 山知 徳、門内輝 行 「設計方法論 と して の デ ザ イ ン記号論の 基礎的研究」　「日本建築学会論文報告集」
第275号、1979，LPP ．119−129。

＊ 14　筆者ら は 、
こ こ で 注 目 して い る 「人間

一
環境系 の デ ザ イ ン プロ セ ス 」 をテ

ー
マ と した シ ン ポ ジ ウム を

開催し、多くの 事例を収集した資料集を刊行して い る。　「第 5回 設計方法 シ ン ポ ジ ウ ム 　人間
一
環境系 の デ

ザ イ ン プ ロ セ ス ー
方法 ・場 ・メ デ ィ ア の 質的転換一」日 本建築学会建築計画委員会設計方法小委員会 ・シ ン

ポ ジ ウ ム 資料、2002．1。

＊ 15　グ ラ ッ ツ 、R．B ．（林泰義監訳）　r都市再生亅晶文杜、1993、　 pp，137−160。

＊ 16　門内輝行 、難波和彦 「もの づ くりの 暗黙 知一多種多様 な技術 があふ れ る 時代 に必 要 なこ とは ？「 」
まい う ん 亅No ．57、　（財）住宅総合研究財団、200L1 、　pp．6−27。

＊ 17　近 角真
一

「ス ケ ル トン ・イ ン フ ィ ル 方式 の コ ラ ボ レ
ー

シ ョ ン 」　「第 3回設計方法 シ ン ポ ジ ウム

「す

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ ラ

ボ レーシ ョ ン に よ る デザ イ ン ー
情報の 共有 と創造をめ ぐ っ て

一
亅日本建築学 会 建築 計 画委員会設計方法小委

員会 ・シ ン ポ ジ ウ ム 資料、1999．7 。

大阪 ガ ス NEXT21 建設委員会 「NEXT21 」　「建築文化」彰国社、1994」、　pp．143−160。

＊ 18　門内輝 行 「意味 づ けられ た 場所 ・美 しい 風景 の 創造
一デ ザ イ ン の 科学 の 展望一」　「建築雑誌」

VoL116 、　No ．1465、2001．1、　p．16e

＊ 19　McHarg ．1．L．，　Design　with 　Nature，　Published　tbr　The　American　Museum　ofNatura1 　History，　DoubledayfNatural
History　Presst　l969．

ヴ ァ ン ダーリン、S，、コ
ー

ワ ン、　 S．「エ コ ロ ジ カ ル ・デ ザ イ ン ー
シ ム ・ヴ ァ ン ダー

リ ン とス チ ュ アート ・コ ー

ワ ン の 亅ビオシ テ ィ 、1997。

＊ 20 川 内美彦 「ユ ニ バ ーサ ル
・
デ ザ イン

ーバ リア フ リ
ー

へ の 問い か け亅学芸出版社、2001。

＊ 21 樋 口忠彦 r景観の 構造
一

ラ ン ドス ケ ープ として の 「1本の 空 間亅技 報堂出版、1975。

中村良夫 r風景学入 門」中央公論社、1982。

西村幸夫 ＋ 町並 み研究会 （編著）　「都市の 風景計画
一

欧米の 景観コ ン トロ ール 　手法と実際」学芸 出版社 、
2000。

＊ 22　門内輝行 「都市計画 は21世 紀 の 社会資本 をつ くれ る か 」　r早稲田 まち づ くりシ ン ポ ジ ウム 2001講演資
料集亅早稲田大学都市計画 フ ォ

ー
ラ ム 、2001．6、pp，66−79。

＊23　ミ ッ チ ェ ル 、WJ ，（掛排秀
・
、　 EE島則行、仲隆介、本江 iF．茂訳）　rシ テ ィ

・オ ブ ・ビ ッ ト
ー

情報革命
は都市

・建築を どの よ う に か え る か亅彰 国 社、1996。
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Mitchell，WJ ．，e −topia：Urban　Life．Jim−But　not 　as　We 　Know 　lt，　The　MIT 　Press，1999．

＊ 24　村 ヒ陽
・郎 「安全学亅青土社、1998。

児玉桂 了
・、小出治 （編著）　r新時代 の 者1〜市計画5　安全

・
安心 の ま ちづ く り』 ぎょ うせ い 、2000。

＊ 25　冨山哲男 「サ
ービス ．に学 の 展開」　「第 6 回 人．11物．1二f

’
）
t
：国 内 シ ン ポ ジ ウム

ー
人、1二物．［1学 　黎 明 期か ら発

展期へ 」東京大学人一11物．］二学研究 セ ン タ
ー、20〔｝2．3．4、pp．45−58 。

＊ 26　ル フ ェ
ーブ ル 、H ．（斎 藤 日出治 訳 ）　「空 間 の 生 産j 占

：

木 諧：店、2000、　pp．123−255。

＊ 27　 門 内輝行 「街並み の 景観 に 関す る 記弓
’
学的研究」東京大学：審査学位論文、1997．｝。

門 内輝行 「景観 をテ クス ト と して 解読す る 」　『建築
・
都市計画 の た め の 空 間 計 画学亅 井 卜．誇院、20  2。

＊ 28　門内 輝行 「21世 紀 の 都市計画 は 社会資本 をつ くれ る か」　『早稲 田 ま ちづ く り シ ン ポ ジ ウム 200且講演 論

文集亅早稲田大学まちづ くりシ ン ポ ジウ ム 実行委員会、2001．6、pp．66−73。

＊ 29　ハ
ーバ ーマ ス 、」．（細谷貞雄、ILI田正行訳 〕 1［第 2 版］公共性 の 構造転換

一
市民社会の

・カ テ ゴ リー

に つ い て の 探究」未来社、1994。

＊ 30　Gibbons
，
M ，et　al．

，
7he　New 　Production　ofKnowledge ：　The　Dynamics　ofScience 　and 　Research　in
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